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Ｓｏｍｅｉｎｆｂｒｍａｔｌｏｎｓｏｂｔａｉｎｅｄｂｙｔｈｅａuthorastheresultoftuna-long-linefishingtraining
EarriedoutneartheMaratuaIslandintheCelebesSea,withthetraining-shipKeiten-Marｕ(269

ton)ofourFacultyshallbereported・

ＵＰｔｏｔｈｉｓｄａｙａｌｏｔｏｆｓｔｕｄｉｅｓｈａｖｅｂｅendoneabouttheverticaltuna-1ong-liｎｅｆｏｒｍ，but
astohorizontalfol･ｍｆｅｗｓｔｕｄｉｅｓｈａｖｅｂｅｅｎｄｏｎｅ,astheattentionshavebeenpaidchieHytothe

fixingoftheletting-go-lineandheaving-up-linepositionｓａｎｄｔｏｔｈｅｃｏｕｎｔｉｎｇｏｆｔｈｃｓｈｉｆｔａｎｄ
thedistancebetweenthebothendsofthelong-line・

Ａｃｃｏｒｄｉｎｇｌｙｔｈｅｔｒａｃｋｏｆｔｈｅｈｏｒｉｚｏntaltuna-long-1ineformwasascertained，byclearly
plotting,ｗｉｔｈｔｈｅｉｎｔｅｒｖａｌｏｆｈａｌｆａｎｈｏｕｒ,theship-position，namelythelong-lineposition・
Providedthetechnicalconditionsoftheletting-go-line，theheaving-up-line，andseasonal

conditionsremaintheｓａｍｅ，theauthordividedthehorizontalformsintothreekinds，４，Ｂ，ａｎｄ

Ｃ：Herekind4showsgoodcatch(hookedrateoftuna5､26％),ｋｉｎｄＢｓｈｏｗｓｂａｄｃａｔｃｈ（hooked
rateoftuna1.30％),Cshowstheonewhichbelongneitherofthesetwo，
Ａｓｔｏｔｈｅｓｅｔｗｏｋｉｎｄｓ，ｔｈｅｄｉＨ､erenceoftheformwasinvestigatedwiththeascertamment

thatconcernｉｎｇｔｈｅｓｈｉｆｔｏｆｔｈｅｌｉｎｅ－ｅｎｄ,theshiftingdistanceissmall,ｉｎｃａｓｅｏｆ４，ｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅ
ｓｈｉｆｔｏｆＯ､６８ｍｉｌｅｐｅｒｈｏｕｒ,ｍｃａｓｅｏｆＢ，１．９７mile・
SomediBFerencecａｎｂｅｓｅｅｎｉｎｔｈｅＥｇｕｒｅｓａｎｄｔｙｐｅｓｏｆｔｈｅｌｉｎｅ･

Therelationbetweentheline-shiftandthefishingconditionSwasstudiedoceanographically，

withtheresultthatin4kindeddies,convergenceistobeobserved,whichpreventthefishfrom

swimminｇａｗａｙｉｎＢｋｉｎｄ,thetidecurrentshowinganxeddirection,ｔｈｅｓｈｉｆｔｏｆｔｈｅｌｉｎｅｉｓａｐｔ
ｔｏｂｅａｃｃｅlerated･

Theobservationofthehorizontal‘‘long-lineform，，ledtheauthorofthefollowingconclu-
sion：

１)．Goodcatchcanbeexpectedwhenthelong-lineformshows4form,provideｄｔｈａｔ

ｗａｔｅｒｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅｉｎｌ５０ｍ・ｌａｙｅｒｉｓ２１～23.Ｃ、

２)．ＢａｄcatchistobeexpectedwhenitshowsBforminthiscasethewatertempel･ａ－

ｔｕｒｅｉｎｌ５０ｍ・ｌａｙｅｒｉｓｌ９ｏＣ、

３)．whenCformlsgot，ｔｈｉｓｍａｙｂｅｆｉｘｅｄｔｏｂｅｂｅｌｏｎｇｉｎｇｔｏ４ｏｒＢｆｏｒｍｏｎｔｈｅ

ｓｅｃｏｎｄｏｐｅｒａｔｉｏｎ・

Ａｓｒｃｐｏｒｔｅｄａｂｏｖｅ,ｔｈｅａｓｃｅｒｔａｉｎｍｅｎｔｏｆｔｈｅｒｅｌａｔｉｏｎｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅ‘くho1-izontaltuna-Iong-line
Eorm,,ａｎｄｔｈｅｓｈｉｆｔｉｎｇｏｆｔｈｅｌｉｎｅ,enableｓｕｓｔｏｆｏｒｅｔｅｌｌｔｈｅｃａｔｃｈｏｎｔｈｅｓｐｏｔ，ｇｉｖｉｎｇｕｓｍｕｃｈ

ｂｅｎｉｆｉｔｉｎｅｓｔａｂｌｉｓｈiｎｇｔｈｅｆｉｓｈｉｎｇｓｃｈｅｄｕｌｅｈｅｒｅａｆｔｅｒ．
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緒 言

セレベス海はマグロ類（特にキハダは全漁狸物の70～80％を占めている）の好漁場として

認められている．

筆者は1959～1962年の間，毎年６～７月，本学部練習船敬天丸（269屯）によって，セレ

ベス海マラツア島*近海で,マグロ延細操業を実施してきた．

今まで藤田。盛田等（1955)1),2),3)のマグロ延細の紐なりの研究のごとく，鉛直的な釣針深

度の問題は究明されているが，細全体の水平的流動については，単に安全操業の必要性のみ

に重点をおき，投細位置，揚細位置を決定している．

本論では,操業中において,投継開始より揚細終了までの船位，すなわち，細の位置を克

明にプロットし,水平的細なりについて検討した結果》それらを３種の型に分類することが

出来,また,それらの型とキハダ漁況と何らかの関連があるようであり，若干の知見を得た

ので報告する．

調査方法

１．漁場観測

漁場はセレベス海＞マラツア島近海（２～3.Ｎ,118～120.Ｅ）である．観測期|Nilは1959～

1962年の間，毎年６～７月頃であり，年間ほとんど同じ季節となっている．また，この期間

の風‘位は南西，風力は平均３～５で毎日２時間位持続するスコールがあり，その時の風位は
不定で，風力も最大７を観測した．

漁場での海洋観測は毎日投細終了時に行ない，水深500ｍまでの水温，塩分について調査
を実施した．

２．漁具

１回の操業における投細鉢数は平均２８０鉢（釣針数1400本）であり，１鉢分の構造は次の

ようである．すなわち，幹細長２３０ｍ，枝細長21ｍ，浮細長17ｍであり，釣針は１鉢５本付

である．細の材料はクレモナおよびミューロンの20＃60×３×３を使用した．また，釣針は
３．８寸であり，餌料は冷凍サンマを用いた．

３．純の位置の観測

水平的な棚なりの観測で肢も重要なことは各時刻の細位置の決定である．操業中には極め

て至難のことであるが，事情の許す限り30分おき位に船位を求めて，延細の棚なりとその水

平移動距離を出来るだけ正確に観測した．位置決定の際に使用した対象地物と機器は次のよ

うである．すなわち，マラツア島（標高120ｍ）の視認方位，Radarによる方位，測距，天
体並びに１Ｌ７のLoran位置の線である．

投細開始位置はRadarと早朝のＳｔａｒsightにより，投細終了位置は太陽天測により決定

した．また，投細中も機会ある毎に測位し，出来るだけ正確を期した．投細終了後は郷と共

に漂流しながら船位を測定し，揚細開始位祇はNoonpositionを基点として決定した．

また，揚細中も投細中と同様，多数の船位決定を行ない，各時刻の船位を結んで揚細の細な
りとした．

＊慨位は2.15'Ｎ,118.35'Ｅである．
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Table1．ListofinvestigationatthefishinggroundintheCelebesSea,(ＡＦｏｒｍ）

StationlTotalla・ｂｌｃ.．

1４１〃

３３．５１１９５１１０．０１．５８１１８４１２０．０１１.２１１１．８２１〃’〃
I

３２．０，１８８１８．０１１．１４１１４９１２２．５１２.６５１７６１〃’〃

StationlTotalla.ｂｃ､． b･ｃ a･ｄＨｏｏｋｅｄｌＦｏｒｍ

a・ｄｌＨｏｏｋｅｄｌＦｏｒｍb､ｃ

No.｜AnglinglL･LdlLclLdlLs・dlLs､dtlLsdt/hlLsdlLs・dtlLsdt/ｈＲａｔｏｌＴｙｐｏｌＦｉｇｕｒ、

1３１〃

1140005025.023024.01505.01.０６１５７６００．４１１３．５０NormalStraight

‘〃“"……'…皿"……〃；，“．……蝿“…｡…”，“〃；４〃０４０２３．５２１９２４．０:１３０．５７．５１．１３１３６８．５０．４９４．６７〃
５〃０３０２５．６２０４２３．０''3６１．５０．３１８８．５４．１０．２７３．７８〃

６〃o4524B2342L51137L5q2420…２４５ｐ４Ｃ８蕊ｇ〃
７〃０５０２４．１２０９２３．０６２．００．２８３２８６．５０．３８１２．６４〃Ｔｗｉｓｔ

８〃０５０２１．５２３４２６，０１１０１．９０．２７２３５３．８０．２２５．０４〃straight

，"｡……，…"，雨…，“"『；“１０〃０５０２２．７２３２３０．０２１５．０１．１１２８０４．５０．２６３．３６Ｎｏｒｍａｌ〃

1１〃０５０２３．０２２９２６．５３２０７．００．１２２８２．２０．６１６．０９〃

1２〃０４０２３．８２１９２０．０１１．５８．０１．１２２２１１.００．４５３．３３〃Straight

l3〃0552532342…５ａ５Ｌ２８４ａ…ｏａＯ２串淫:gTwi誠
1４〃０６０２５．５２３９２２．０３３２１．００．１３４３３．２０．１８５．５４〃 〃

１５〃o302aO2202aOl282うｑ３４３３０２００１１１Ｑ０４Ｏ慨gStmigh上
1６〃０３０２１．８２１１２０．０８５５．００．７８２２６．００．３５５．４５Ｎｏｒｍａｌ〃

1７〃０３０２５．０２１２２５．０９０３．５０．５４７０３．２０．１９６．１１〃〃

1８〃０２５２３．０２１０２１．０１００２．００．３１７０２．５０．１５３．９５〃〃

1９〃０３０２３．２２１５２１．５１４３８．３１．２９１５３６．２０．３７４．８０〃〃

Ｍｅａｎ４､４８０．６８５．１０．３２５．２６

No.lAnglinglLclLd

Table２．ListofinvestigationattheBShinggroundintheCelebesSea.（ＢＦｏｒｍ）

1２１〃

:38'225203

憩蹴：
1５１〃060.23.41218127.51179.5113.22.0３１１７１１２３．０１１．３８０．９２１〃’〃

LdlLs､dlLs・dtlLs・dt/hlLs・dlLsdtlLsdt/hlRatelTypelFigure

24.8171117.912.841150.5121.31.0３１０．２８１〃’〃

“
｜
唖
亜
理

１１４００……２…q59pL352252aOL35q98NormallSt…
：洲::継撫1洲:|::1棚:醤＃：
４〃緋006122511591752861681…“０５９〃〃
５〃0552402112風511901L7L8516…２０Ｌ３３Ｌ２５〃〃
６〃０２２２４．５１９０２６．５'074１２．１１．９８９２１６．００．９６１．０２〃〃

７〃030,24.020028.2115013.02.0９１８３１８．０１．０９１．０３〃〃
８〃０２５２３．０２１０２６．０:180１５．０２．１１１５０２０．０１．１４０．２１〃〃

９〃040126.8207.526.517212.51.９４１５７１７．５１．０２０．６１〃〃
1０〃020127.019030.014913.82.２２１４３１８．６１．１３０．８８〃〃
1１〃050124.5,203.524.ｺ１７６１３．０２１３１５３２１．９Ｌ3３１．９９〃〃



9６ 鹿児島大学水産学部紀要第１３巻（1964）

Table３．ListofinvestigationattheiishinggroundintheCelebesSea.（ＣＦｏｒｍ）

StationlTotalla･ｂｃ.． b､ｃ a･ｄｌＨｏｏｋｅｄｌＦｏｒｍ

No.AnglinglLclLdlLclLdlLs,dLs,dtlLs.dt/hLs・dlLs・dtlLs・dt/hｌＲａｔｅｌＴｙｐｅｌＦｉｇｕｒｅ

1４００１２２０１２５．３２４５ 2３．８１１５６１４．２ ０．７３２５】 55108坐ｌＬ８４１Ｃ慨９
２１〃４５１２４．１２２５ 1７．５１２２５６．５ 1．２２０ Ｏｌ０１２６１１Ｍ瀞９

Ｎｏｔｅ： a……Letting-go-Iinestartingpositioｎ．

ｂ･･････Letting-go-linefinishingposition．

c,.….Heaving-up-linestartingposition．

ｄ……Heaving-up-linefinishingposition．

l､ｃ…Ｌｉｎｅcourse(unitdegree)．

1.．…Linedistance(unitmile)．

1.s.ｄ…Lineshiftdirection(unitdegree)．

1.s.ｄt…Lineshiftdistance(unitmile)．

1.ｓ.ｄt/ｈ､.､Ｌｉｎｅｓｈｉｆｔｄｉｓｔａｎｃｅｐｅｒｈｏｕｒ．

Straight

ﾉノ

４．マグロ延純の水平的形状

全操業を通じて投細方向は，２０～60°であり，且つ，投維揚細要領はいずれも同一であっ

た．投細の紬なり（船位の軌跡）はほとんど直線で表現されるが，揚細の細なりは時間の経

過と共に複雑な環境に支配され，種々雑多な形状となるが，その投細から揚細までの紬なり

の状態を大約すると，ほぼ，Ａ，Ｂ，Ｃの３種の型に分類することが出来る．この３種の型

について述べると下記のようである．

Ａ型：３種の型の中で，各部分の流動が区々で，細の流動が少ない型でありFig.１にそ

の代表的な型を示した．Ｔａｂｌｅｌはセレベス海漁場における調査一覧表であるが，同表によ

ると，ｂｃは最大１時間に1.29浬，最少0.12浬，平均0.68浬である．同じくａｄは最大１時間

に0.65浬，最少0.11浬，平均0.32浬を観測した．Fig.１，(1)に示すように投細の伽なりと揚測

の細なりが交叉しないのが普通型(Normal)であり，観測回数の78％を占めた．また，Ｆｉｇ．

1,(2)に示すように交叉形(Crossingonce)は出現率が多く，Fig.１，(3)のように２回も交叉し

ているのがみられた．ｃｄは小湾曲が非常に多く，また，CourseRecorderの記録からみて

判然とするが，このＡ型は，誉曲の多いことが特徴である．

Ｂ型：この型は細全体の水平流動が大きく，均一に移動する傾向がある．また，水平掃

引面積がＡ型に比しはるかに大きく，平均80平方浬であった．Fig.２はこの代表的な型であ

る．Ｔａｂｌｅ２によりｂｃの移動の最大は2.86浬，最少1.26浬，平均1.97浬で，ａｄは最大

2.65浬，最少0.65浬，平均1.21浬を観測した．また，Ａ型のような交叉形は全く出現せず，

普通形で，また，簿曲も少なく直線状であった．

Ｃ型：水平的流動の少ないことはＡ型に類似している．全操業を通じてこの型の出現率

は低く，２回のみであった．交叉形（Fig.３，(2)）はあるが湾曲が少なく直線状であった．

この型は持続性がなく１～２日で消滅しＡ，Ｂ型のいずれかに属するのが特徴である．
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(1)．StationNo.１１…

Normaltypestraightfigure．

〃ｦ°Ｅ

(2)．StationNo.8..．

CrossingoncetypestraightEgure．
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Ｃ

ｂ

ａ

〃9･

(3)．StationNo.１３…

Ｃｒｏｓｓｉｎｇｔｗｉｃｅｔｙｐｅｔｗｉｓｔｆｉｇｕｒｅ．
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３０１Ｖ

Fig.１．ＡＦｏｒｍ(Horizontaltuna-long-lineform)．
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(1)．StationNo.２…(2)．StationNo.1..．

Abnormaltypestraightfigure・ Crossingoncetypestraightfigure・

Fig.３°ＣＦｏｒｍ(Horizontaituna-long-linefbrm)．
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、
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ｂ

(1)．StationNo.５… (2)．StationNo.４…

Normaltypestraightfigure･ Normaltypestraightfigure．

ｆi9.2．ＢＦｏｒｍ(HorizontalTuna-long-linefbrm)．

3Ｗ

ａ



9９

２３

２２

辺見：マグロ延縄の水平的形状と漁況

Ｏ
Ｇ

。⑥

Fig.６．Temperature-salinity言diagram．
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//９。

Fig.７．Distributionofwater-temperatureinahorizontal

section(AForml50mlayer)．
２－１８：Stationｎｕｍｂｅｒ

純なりと海況

漁場における海洋観測の結果に基づいてＡ，Ｂ型の海況について検討を試みた．

Ａ，Ｂ型の海況の相違点として，１５０ｍ層における水温がとりあげられる．Fig.４に示す

ようにＡ型の水温は最高23°Ｃ，最低19.5°Ｃ，平均21.3.Ｃであり，Ｂ型は最高18.5°Ｃ，最低

15.Ｃ，平均水温16.8℃を示し，平均水温にして4.5.Ｃの差を示している．従って，150ｍ層

を基準としてＡ，Ｂ型の海況の解析を加えてみた．Fig.５はＡ型の場合における水温，塩分

‘の分布図であり，それによると，１００ｍ層で平均水温は23.4.Ｃ，150ｍで２１．３°Ｃ，２００ｍで

17.6.Ｃとなっていて，塩分は平均34.9％となっている．また，Ａ型における代表的な150ｍ

‘層の水温分布を例示すると，Fig・７のようになる．この図によれば比較的温暖な北赤道海流

の南下流が漁場付近まで張り出しているようであり，西方よりの冷水帯と丁度漁場付近で相

接している状態が観察され，両者の勢力は互に均衡を保っているようである．このため，細

・の形状にもその影響を与え，対地的にみて水塊の移動が少なく，従って，細の移動量も少な

く，且つ，流向，流速共に複雑となっているものと推定される．

Fig.７よりＳｔ,5,11,15,14,8を使用し，０～500ｍの水温分布図を作製した結果はFig・９の

ようになる．これによると，Ｓｔ､５付近に下層よりの低温水塊が75ｍ付近まで湧昇している

ようであるが，１５０ｍ位までの水温傾度は緩慢で，150～200ｍの間に躍層が存在し，前述の

;暖水帯が１５０ｍ付近まで及んでいるようである．Fig.６はＢ型の場合の水温，塩分の分布図

であるが，これによると，100ｍ層で平均水温23.0°Ｃ，150ｍ層で平均水温16.8.Ｃ，200ｍ層

､で15.2℃を示し,塩分は３４．５～35.1％でＡ型の場合と余り差がなかった．また，Ｂ型の代

表的な150ｍ層の水温分布はFig.８として例示されるが，それによると，北西よりの低温な

1００

３．Ｎ

配
化
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水帯が漁場付近に強く張り出しているようであり，このため，細なりに定常的な流動を与え，

流向，流速とも，ほとんど一定で，且つ，移動量が多く，単調な細なりとなるものと考察さ

れる．また，この場合における細の流動方向はほとんど南東となっている（Fig.２参照）

Fig.８の中でＳｔ､7,2,6,5,10,15,11,1を連結すれば前述の流動方向南東に対して,ほぼ，

直角に近い観測線となるので，この横断面の垂直分布を求めるとFig.１Oのようになる．

この図からみて,表層から５０ｍ層位までは，ほとんど等温の状態を示しているが70～150ｍ

層の間に等温線は密集し，躍層の存在を示している。また〉前述の冷水帯がＡ型に比し，相

当上層にまで及んでいるものと思考される．

純なりと漁況

細なりの型によって，漁況は相当異なっており，Ｔａｂｌｅｌの漁況資料に基づくと，Ａ型の

場合は極めて好漁であり,キハダの釣獲率は，最高12.64％，最低3.02％，平均５．２６％を示

し,Ｔａｂｌｅ２よりＢ型の場合は不漁で最高4.65％，最低0.28％，平均1.30％となっている．

本船の使用漁具の釣針深度は，同じ漁具を用いて実験した盛田（1956)2)の測定結果によっ

て大体７５～150ｍの範囲内にあると考えられる．これよりＡ型の場合は細の流動も少なく，

前述の海況よりして，釣針深度が躍層より以浅の暖水屑にあるため，好漁をもたらし，Ｂ型

における場合は細の移動量が多く’且つ，釣針深度が躍層中に存在し，冷水帯にあるため不

漁となったものと考察される．

1.20.Ｅ119･Ｅ

Fig.８．Distributionofwater員temperatureinahorizontal
sectiｏｎ(BForml50mlayer)．
１－１５：stationｎｕｍｂｅｒ
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辺見：マグロ延縄の水平的形状と漁況 1０３

縄なりの持続性と漁況予察

1959～1962年の観測結果により，Ａ，Ｂ型の出現の持続性は20～30日位であるが，Ｃ型は

１～２日であり，その後はＡ，Ｂ型のいずれかの型に変化することを観察した．以上により，

この漁場では，Ａ型の棚なりであれば好漁であり，Ｂ型の出現は不漁となる．またＣ型であ

れば，その後１～２日操業を行なうとＡ，Ｂ型のいずれかに属し，その特性に従うものと思

考される．

摘 要

1959～1962年の間のセレベス海，マラツア島近海漁場における，多数の細位置をプロット

して，水平的細の形状並びに純の流動の状態を観測し，これをＡ，Ｂ，Ｃと３種の型に大別

し，この型と海況，漁況との関係を考察した．

Ａ型の場合は〉漁場付近で暖水帯と冷水帯とが相接し，潮境を構成しているようであり，

そのため細の移動量が少なく，流動方向も区々で，湾曲，交叉が相当あり，鉛直温度分布よ

り躍層が150～200ｍの間に存在し（150ｍ層，水温平均21.3°Ｃ)，釣針深度が躍層以浅の暖水

中にあるものと思考され，その結果キハダの好漁をもたらしたものと考察される．また，Ｂ

型は，漁場付近が冷水帯の流水中に存在し，そのため，棚の移動も大きく，定常方向に流さ

れ，替曲，交叉が全然出現しないものと考える．また，水温，躍層もＡ型に比し浅く（70～

150ｍの間)’150ｍ層の平均水温は18.Ｃであり，この場合においては，釣針もほぼその付近

に存在し，このことが漁況不振の原因となっているように考察される．

Ｃ型は，出現回数が少なく，持続性なく，１～２日でＡ，Ｂ型に変化するものである．

以上のように，水平的細なりは漁況と密接な関係を有し，その結果水平的細なりの観察は

現場において漁況を予察し》早期海況予報を可能ならしめ，操業計画並びにその後の航海計

画樹立に大いに役立つものであると考察する．

終りにのぞみ，御指導を賜わった本学部皆元国，盛田友犬両教授に深甚なる謝意を表し，

観測に協力された敬天丸，狩俣，中村，島田各航海士に深く感謝するものである．
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